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第 4問 

𝑎, 𝑏, 𝑐 を実数とし、𝑥 の整式 𝑃(𝑥) を 

 

𝑃(𝑥) = 𝑥3 + 𝑎 𝑥2 + 𝑏 𝑥 + 𝑐 

 

とする。３次方程式 𝑃(𝑥) = 0 は −1 + √6 𝑖 を解にもつとする。 

 

(1) ３次方程式 𝑃(𝑥) = 0 の実数解を 𝑎 を用いて表そう。 

𝑃(𝑥) の 𝑥 に虚数 −1 + √6 𝑖 を代入すると、 

 

(−1 + √6 𝑖)
2

= 1 − 6 − 2√6 𝑖 = −5 − 2√6 𝑖 

(−1 + √6 𝑖)
3

= (−5 − 2√6 𝑖)(−1 + √6 𝑖) = 17 − 3 √6 𝑖 

 

であるため、 

 

𝑃(−1 + √6 𝑖) = (−1 + √6 𝑖)
3

+ 𝑎(−1 + √6 𝑖)
2

+ 𝑏(−1 + √6 𝑖) + 𝑐 

                              = (17 − 3 √6 𝑖) + 𝑎 (−5 − 2√6 𝑖) + 𝑏(−1 + √6 𝑖) + 𝑐 

              = (−𝟓 𝑎 − 𝑏 + 𝑐 + 𝟏𝟕) + (−𝟐 𝑎 + 𝑏 − 𝟑)√6 𝑖  

 

３次方程式 𝑃(𝑥) = 0 は −1 + √6 𝑖 を解にもつため、上の値は 0 である。

𝑎, 𝑏, 𝑐 は実数であるため、 

 

{
−5 𝑎 − 𝑏 + 𝑐 + 17 = 0
−2 𝑎 + 𝑏        −   3 = 0

⇒ {
𝑏 = 𝟐 𝑎 + 𝟑

   𝑐 = 𝟕 𝑎 − 𝟏𝟒
   

 



となる。つまり 

 

𝑃(𝑥) = 𝑥3 + 𝑎 𝑥2 + (2 𝑎 + 3)𝑥 + 7 𝑎 − 14 

 

である。 

 

 二つの虚数 −1 + √6 𝑖, −1 − √6 𝑖 を解とする 2 次方程式で、𝑥2 の係数が 

1 のものは 

 

(𝑥 + 1 − √6 𝑖)(𝑥 + 1 + √6 𝑖) = 𝑥2 + 𝟐 𝑥 + 𝟕 

 

である。𝑃(𝑥) をこの方程式の左辺の整式で割ると 

 

𝑃(𝑥) = 𝑥(𝑥2 + 2 𝑥 + 7) + (𝑎 − 2)𝑥2 + (2 𝑎 − 4)𝑥 + 7𝑎 − 14 

= (𝑥 + 𝑎 − 2)(𝑥2 + 2 𝑥 + 7)                                           
 

より、商は 𝑥 + 𝑎 − 𝟐、余りは 𝟎 である。よって、 

 

𝑃(𝑥) = 0 ⇒  𝑥 + 𝑎 − 2 = 0  または  𝑥2 + 2 𝑥 + 7 = 0   

⇒ 𝑥 = −𝑎 + 2, −1 ± √6 𝑖                 

 

となり、方程式 𝑃(𝑥) = 0 の実数解は 

 

𝑥 = −𝑎 + 𝟐 

 

と表せる。 

 

(2) 𝑃(𝑥)  を  𝑥 + 𝑎 − 3  で割ったときの余りが  6  であるとする。余りは 

𝑃(−𝑎 + 3) で求めることができる。 

 

(−𝑎 + 3) + 𝑎 − 2 = 1 

 

であるため、 



 

𝑃(−𝑎 + 3) = 6 ⇒ 1 × {(−𝑎 + 3)2 + 2(−𝑎 + 3) + 7} = 6 

⇒ (−𝑎 + 3)2 + 2(−𝑎 + 3) + 1 = 0    

⇒ {(−𝑎 + 3) + 1}2 = (−𝑎 + 4)2 = 0 

⇒ 𝑎 = 𝟒                                                       
 

よって 

 

𝑃(𝑥) = 𝑥3 + 4𝑥2 + 11𝑥 + 14 

 

である。 

 𝑃(𝑥) を２次の整式 𝑄(𝑥) で割ったときの商は 𝑥 − 1、余りは 13 𝑥 +

17 とすると、 

 

𝑃(𝑥) = (𝑥 − 1)𝑄(𝑥) + 13 𝑥 + 17 

⇒  𝑄(𝑥) =
𝑃(𝑥) − (13 𝑥 + 17)

𝑥 − 1
 

                =
𝑥3 + 4𝑥2 − 2 𝑥 − 3

𝑥 − 1
 

    = 𝑥2 + 𝟓 𝑥 + 𝟑 

 

と求められる。 

 

第３問の正解 

アイ ウエ オカ キ ク 

－5 17 －2 3 2 

ケ コ サシ ス セ 

3 7 14 2 7 

ソ タ チ ツ テ 

2 0 － 2 4 

ト ナ 

5 3 

 

 


